
 

平成２２年度 第８回 大学運営連絡会議事要旨 
 
日 時  平成２２年１１月９日（火） １０時３０分～１１時５０分 
 
場 所  学長室 
 
出席者  学長，瀨口理事，中島理事，米倉理事，宮﨑理事，川上監事，上野文化教育 

学部長，富田経済学部長，濵﨑医学部長，林田工学系研究科長，光富農学部 
副学部長（代理出席），稲岡附属図書館長，遠藤教養教育運営機構長，事務 
局長，只木総合情報基盤センター長 

 
陪席者  なし 
 
オブザーバー  各部長 
 
 
報告・連絡事項 
 
１ 各学部の特色について 
   ９月１４日の大学運営連絡会において，学長が依頼していた「各学部等における

特色・強み」等について，光富農学部副学部長，林田工学系研究科長，濵﨑医学部

長，富田経済学部長及び上野文化教育学部長から，それぞれの学部の教育分野，研

究分野及び社会貢献等の特色・強みについて説明があった。 
 
２ 国大協の総会決議文及びパブリックコメントの結果について 
   学長から，高知で１１月１日に開催された国立大学協会総会での総会決議文と平成

２３年度概算要求の特別枠要望に関するパブリックコメントの結果について報告があ

り，また最大の標的は文部科学省になっている旨の説明があった。 
 
３ 国際戦略構想の検討について 
   中島理事から，国際交流センター（仮称）の設立に資するため，国際戦略構想検討

委員会を設置し，その下部組織として特定事項の検討を行う部会及び部会に関する特

定事項を様々な観点から検討する五つのＷＧ（教育交流ＷＧ，研究交流ＷＧ，地域・

機関連携ＷＧ，留学生受入ＷＧ，（日本人）学生派遣ＷＧ）において，現状分析，本学

の強み・弱み及び実績を基に検討を進めており，１２月までに国際戦略構想（案）を

作成し，国際交流センター設置準備委員会（設置準備室）に上申したうえ，平成２３

年１０月に設置を予定している旨の報告があった。 
 



４ 学生支援室の業務について 
   瀨口理事から，学長の下に置かれている学生支援室については，第２期中期計画に

おいて，学生の支援体制の強化，生活・社会活動支援の充実及びメンタル支援の強化

を明記しており，その状況に対応するため，学生支援室設置要項及び運営要領を改正

し，支援部門の再編を行った旨の報告があった。 
 
５ エコアクション２１中間審査について 
   総務部長から，１２月７日から９日の期間に実施されるエコアクション２１の中間

審査のスケジュールについて説明があり，併せて関係部局への協力要請があった。 
 
６ 平成２２年度年度計画の進捗管理の実施について 
   米倉理事から，平成２２年度の年度計画の進捗管理については，各部局から提出さ

れた実行計画を精査したうえ，追加・修正等の確認まで中期目標・中期計画実施本部

において実施済である旨の報告と今年度末までの年度計画進捗管理のスケジュールに

ついて説明があった。 
 
７ 会計検査院の実地検査について 
   財務課長から，１１月１７日から１９日の期間に実施される会計検査院の実地検査

について，４名の調査官が来学され，３名の調査官は主に競争的資金関係を，１名の

調査官は主に施設整備費補助金関係及び資産関係を調査される予定である旨の報告が

あった。また場合によっては教員自身から説明を求められることも想定されるため，

御協力をお願いしたい旨の依頼があった。 
 
８ 全学教育機構（仮称）設置準備室における検討状況について 
   学務部長から，全学教育機構（仮称）設置準備室における検討状況及び人事・組織・

運営検討委員会及び教育カリキュラム検討委員会の実施状況の報告があり，今後，設

置準備室会議にて１２月中に設置計画書の最終案を作成し，学長報告のうえ，２月開

催の役員会等で審議を経て，当初計画どおり平成２３年４月１日に全学教育機構（仮

称）を設置する旨の報告があった。 
 
９ 管理下にない放射性同位元素等に関する一斉点検の実施結果報告について 
   研究協力課長から，本件については文部科学省からの通知に基づいて実施したもの

で，各部局の衛生管理担当者等による一次点検及び放射性取扱主任者による二次点検

の実施内容の結果報告と文部科学省へは最終報告書を提出済である旨の報告があった。 
 
10 その他 
   瀨口理事から，各学部長に対し，学生を事故・事件から守ったり，学生の非法・不

正行為を防ぐ観点から学生の懲戒等の実施細則，標準例（基準案）を学生委員会で審

議し，作成しているため，１１月の教授会で審議していただきたい旨の依頼があった。 
 



   川上監事から，国際戦略及び経済学部の地域経済研究センター等については，６者

協定の枠組みがあるかもしれないが，佐賀県，産学官が一体的になるべきテーマだと

思われるので，全体的な議論になるよう今後の課題として検討していただきたい旨の

要望があった。 
 
 
 
○ 会議終了後，学長から，長谷川前学長が佐賀新聞文化賞を受賞されたことに伴い，平 

成２２年１２月１８日（土）に祝賀会を実施する旨の報告があった。 


